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一

は

じ

め

に

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
多
く
の
諸
外
国
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
、
訴
訟
に
代
わ
る
選
択
肢
を
発
見
し
、
利
用
し
た
い
と
い
う
需
要
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
訴
訟
好
き
で
有
名
で
あ
る
が
、
通
常
、
訴
訟
と
い
う
も
の
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
時
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。
裁
判
官
も
立
法
者
も
、
長
い
裁
判
手
続
の
結
果
、
裁
判
が
大
幅
に
遅
延
し
、
両
当
事
者
に
深
刻
な
結

果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
失
望
し
て
い
る
。

訴
訟
に
高
額
な
費
用
が
か
か
り
、
遅
延
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
訴
訟
の
代
替
手
段
の
利
用
を
助
長
す
る
一
因
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
が
唯
一
の
要
因
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
よ
り
良
い
プ
ロ
セ
ス
、
よ
り
良
い
ア
ウ
ト
カ
ム
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
訴
訟
は
、
紛
争
当
事
者
を
「
完
全
に
勝
つ
か
、
完
全
に
負
け
る
」
と
い
う
状
況
に
追
い
込
む
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
注

意
深
く
検
討
し
て
妥
協
を
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
者
に
利
益
と
な
る
可
能
性
が
相
対
的
に
高
い
。
ア
メ
リ
カ
の
訴
訟
で
は
、
個
人
の
秘
密

ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
お
け
る
政
府
の
役
割

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン＊

大
久
保

規
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や
商
取
引
に
係
る
秘
密
が
公
開
の
法
廷
で
暴
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
訴
訟
で
は
、「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」
で
あ
る

裁
判
官
が
活
用
さ
れ
、
陪
審
が
指
名
さ
れ
る
が
、
通
常
、
彼
ら
は
そ
の
問
題
に
つ
い
て
高
度
の
知
見
を
欠
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ジ

ア
の
国
々
で
か
ね
て
よ
り
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
訴
訟
は
、
既
存
の
取
引
関
係
や
個
人
的
関
係
を
著
し
く
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
替
的
な
紛
争
解
決
手
法
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
シ
ス
テ
ム
に
多
少
親
し
む
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
連
邦
制
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
連
邦
法
と
州
法
が
と
も
に
法
創
造
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

(

�)

一
般
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
契
約
法
、
不
法
行
為
法
、
財
産
法
、
家
族
法
、
土
地
利
用
法
、
保
険
法
お
よ
び
刑
法
は
、
圧
倒
的
ま
た
は

大
部
分
が
州
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
環
境
法
や
証
券
法
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
州
に
留
保
さ
れ
た
重
要

な
役
割
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
部
分
は
連
邦
法
で
あ
る
。
特
許
、
著
作
権
、
海
事
等
の
分
野
は
専
ら
ま
た
は
、
ほ
ぼ
連
邦
の
管

轄
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
も
、
州
の
裁
判
所
も
、
民
事
紛
争
の
裁
判
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、
何
が
法
か
を
決

定
す
る
の
が
誰
か
と
い
う
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
連
邦
機
関
、
州
・
地
方
機
関
ま
た
は
そ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
法

の
執
行
に
関
係
し
う
る
。
そ
れ
故
、
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
府
レ
ベ
ル
で
の
考
察
が
必
要
と
な

る
。最

後
に
、
政
府
は
裁
判
の
代
替
手
法
に
関
し
て
、
そ
の
促
進
、
提
供
、
利
用
強
制
を
行
い
、
ま
た
は
政
府
自
身
が
一
当
事
者
と
な
る

こ
と
も
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
か
な
り
多
様
な
機
能
を
持
ち
う
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

二

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
定
義

紛
争
解
決
手
法
と
し
て
の
裁
判
に
代
わ
る
選
択
肢
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
一
見
シ
ン
プ
ル
に
見
え
る
が
、
正
確
に
何
が
そ
れ
に
含

ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
一
致
に
至
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
。
本
稿
の
目
的
に
鑑
み
て
、
紛
争
の
発
生
の
抑
制
に
資
す

翻 訳
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る
よ
う
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
調
和
的
に
生
活
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
相
互
信
頼
や
尊
重
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
日
本
の
美
徳
が
重
要
で
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
深
刻
な
民
事

紛
争
の
発
生
を
劇
的
に
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
我
々
が
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
何
を
す
れ
ば
契
約
を
遵

守
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
を
正
確
に
規
定
す
る
た
め
、
慎
重
な
文
書
作
成
に
つ
い
て
教
育
す
る
意
義
が
損
な
わ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
手
段
は
紛
争
の
回
避
手
段
で
あ
っ
て
、
紛
争
の
解
決
手
法
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
同
様
に
重
要
で
あ
る
。

概
念
的
に
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
定
義
の
中
に
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
前
に
紛
争
当
事
者
間
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
渉
に
努
め
る
こ
と
、

労
使
間
の
苦
情
申
立
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
通
じ
て
事
案
を
解
決
す
る
こ
と
、
相
隣
紛
争
を
や
め
さ
せ
る

た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
や
宗
教
上
の
人
物
が
介
入
す
る
こ
と
等
々
の
手
段
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
務
上
、

そ
の
種
の
手
段
に
関
す
る
統
計
情
報
や
逸
話
的
な
情
報
す
ら
手
に
入
れ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
ら
の
手
段
の
重
要
性
が
損
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
そ
の
利
用
頻
度
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
以
下
で
論
じ
る
正
式
の

Ａ
Ｄ
Ｒ
手
段
よ
り
も
、
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
数
年
前
の
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
裁
判
に
至
っ
た
の
は
、
些
細
な
意
見
の

不
一
致
を
除
く
全
苦
情
処
理
の
一
〇
％
以
下
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
訴
訟
に
至
る
前
の
紛
争
解
決
手

法
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が
主
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。

そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
手
法
と
し
て
、
訴
訟
が
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
後
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
、

正
式
の
裁
判
プ
ロ
セ
ス
を
含
ま
な
い
手
法
を
対
象
と
す
る
。

アメリカの ADR における政府の役割
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三

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
類
型

１

交
渉

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
他
の
多
く
の
国
で
も
、
紛
争
解
決
の
主
た
る
方
法
は
「
和
解
」
で
あ
る
。
和
解
は
、
紛
争
当
事
者
（
お
よ
び
／
ま

た
は
そ
の
弁
護
士
）
が
交
渉
し
、
法
的
手
続
を
自
分
た
ち
自
身
で
自
主
的
に
終
結
さ
せ
る
と
い
う
同
意
を
履
行
し
、
当
事
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
利
益
を
満
足
さ
せ
る
方
法
に
合
意
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
解
決
で
あ
る
。

(

�)

２

調
停

調
停
は
、
紛
争
解
決
の
古
典
的
な
手
法
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
固
有
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
。
(

�)
調
停
は
、
交
渉
を
支
援
す
る
手
段
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
第
三
者
が
当
事
者
の
不
一
致
を
解

決
に
導
く
た
め
に
紛
争
当
事
者
を
支
援
す
る
方
法
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
調
停
は
、
こ
の
五
〇
年
間
で
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(

�)

や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

(

�)

地
域
で
も
、
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
調
停
実
務
に
は
重
要
な
文
化
的
相
違
が
み
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
社
会
で
は
、
調
停
者
は
、
そ
の
村
や
部

族
の
長
老
、
宗
教
的
リ
ー
ダ
ー
ま
た
は
社
会
の
そ
の
他
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

(

�)

ア
メ
リ
カ
の
現
代
的
な
調
停
に
お
い
て

は
、
調
停
者
は
、
一
般
に
当
事
者
と
は
面
識
が
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
調
停
技
術
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
中
立
的
で
公
平
な
人
物
で

あ
る
と
同
時
に
、
当
該
事
案
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
調
停
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
と

っ
て
本
質
的
な
の
は
、
合
意
す
る
か
否
か
に
関
す
る
当
事
者
の
決
定
権
で
あ
る
。
調
停
者
に
は
、
解
決
を
強
制
す
る
権
利
は
な
い
。

翻 訳
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３

仲
裁

仲
裁
に
お
い
て
は
、
単
独
ま
た
は
複
数
の
中
立
的
な
立
場
の
者
が
、
自
分
た
ち
に
委
ね
ら
れ
た
紛
争
を
裁
断
す
る
権
限
を
有
す
る
。

多
く
の
場
合
、
仲
裁
人
の
判
断
は
拘
束
力
を
有
す
る
。
仲
裁
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す
る
義
務
は
、
典
型
的
に
は
契
約
に
よ
り
生
じ
る
。

す
な
わ
ち
、
建
前
上
、
後
に
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
紛
争
を
仲
裁
に
付
す
る
と
い
う
決
定
は
任
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。

(

�)

調
停
と
同
様
に
、
仲
裁
の
ル
ー
ツ
は
深
淵
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
分
野
で
は
、
裁
判
所
は
歴
史
的
に
は
裁
判

所
に
代
わ
る
民
間
の
決
定
者
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
二
五
年
の
連
邦
仲
裁
法
の
施
行

か
ら
半
世
紀
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
の
考
え
方
は
一
八
〇
度
変
化
し
た
。

(

�)

今
や
、
多
く
の
研
究
者
や
政
治
評
論
家
が
そ
の
利
用

を
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
す
ら
、
法
シ
ス
テ
ム
は
仲
裁
を
好
む
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

(

�)

４

そ
の
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ

最
近
で
は
、
当
事
者
の
納
得
の
い
く
よ
う
な
方
法
で
裁
判
に
係
る
障
害
を
削
減
で
き
る
場
合
、
多
く
の
そ
の
他
の
手
段
の
利
用
が
試

み
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ル
お
よ
び
略
式
陪
審
。
こ
れ
ら
の
手
段
は
、
当
事
者
に
自
己
の
事
案
の
強
み
と
弱
み
を
認
識
さ
せ
、
実
際
の
公
判

に
先
立
ち
予
想
さ
れ
る
陪
審
の
反
応
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
り
解
決
の
機
会
を
増
や
す
方
法
で
あ
る
。

(

�)

・
中
立
的
な
第
三
者
を
プ
ロ
セ
ス
に
早
期
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
含
め
、
早
期
に
中
立
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
。
事
案
の
客
観
的
な

評
価
は
解
決
を
促
進
し
、
そ
う
な
ら
な
い
場
合
に
も
、
そ
の
後
の
訴
訟
の
証
拠
開
示
手
続
の
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
争
点
を
限
定
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

・
実
質
的
に
は
裁
判
官
に
よ
る
調
停
に
当
た
る
よ
う
な
和
解
会
議
。

(

�)

アメリカの ADR における政府の役割
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・
私
人
に
よ
る
裁
定
。

(

�)

・
義
務
的
で
あ
る
が
、
非
拘
束
的
な
仲
裁
。

１

刑
法
分
野

答
弁
取
引
に
よ
る
解
決
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
州
レ
ベ
ル
で
も
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
も
、
刑
事
事
件
を
解
決
す
る
主
要
な
方
法
と
な
っ

て
い
る
。
答
弁
取
引
に
お
い
て
は
、
刑
事
被
告
人
の
同
意
の
も
と
、
検
察
官
お
よ
び
被
告
人
側
の
弁
護
人
と
の
間
で
、
交
渉
に
よ
る
合

意
が
な
さ
れ
、
被
告
人
は
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
起
訴
事
実
に
つ
い
て
有
罪
を
認
め
る
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
政
府
は
、
よ
り
重
大

な
一
つ
ま
た
は
複
数
の
起
訴
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
同
意
し
、
か
つ
／
ま
た
は
特
定
の
刑
の
宣
告
に
同
意
す
る
。
多
く
の
州
で
は
、
被

告
人
は
公
開
の
法
廷
で
、
詳
細
に
、
自
己
の
犯
罪
事
実
を
復
唱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
答
弁
合
意
は
、
被
告
人
と
政
府
の
双
方
に
と

っ
て
拘
束
的
で
あ
る
が
、
裁
判
官
に
対
し
て
は
助
言
的
な
性
質
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
裁
判
官
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
も
拒
否
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
答
弁
取
引
率
は
、
裁
判
シ
ス
テ
ム
に
も
ち
込
ま
れ
た
刑
事
事
件
の
九
〇
％
か
ら
九
五
％
に
の
ぼ
る
。

(

�)

根
拠
の
確
か
な
犯
罪

の
告
訴
が
す
べ
て
公
判
に
か
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
法
的
シ
ス
テ
ム
が
機
能
不
全
に
陥
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
実
が
、
答
弁
取
引
の
主
た

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

答
弁
取
引
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
政
府
が
紛
争
の
一
方
当
事
者
に
な
る
類
の
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
特
殊

な
タ
イ
プ
で
あ
っ
て
、
他
の
民
事
・
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。

刑
事
事
件
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
別
の
形
態
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
州
に
は
、
政
府
が
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
被
害
者
と

犯
人
と
の
調
停
が
あ
る
。

(

�)

こ
こ
で
は
被
害
者
は
、
加
害
者
に
対
峙
し
、
謝
罪
、
賠
償
そ
の
他
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
要
求
す
る
機
会
を
有
す

翻 訳
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る
。
も
し
合
意
に
達
す
れ
ば
、
被
告
人
の
罪
は
減
ぜ
ら
れ
る
。

２

私
法
分
野

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
、
一
般
に
私
法
領
域
に
属
し
、
二
私
人
間
の
民
事
紛
争
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

�

交
渉

私
法
上
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
通
常
用
い
ら
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
手
法
は
、
和
解
交
渉
で
あ
る
。
そ
の
正
確
な
姿
を
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
連
邦
地
裁
に
提
起
さ
れ
た
民
事
事
件
の
八
〇
％
以
上
に
つ
い
て
、
実
体
的
な
判
決
が
下
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一

部
は
実
体
判
断
の
な
さ
れ
な
い
却
下
判
決
で
あ
り
（
例
え
ば
、
管
轄
裁
判
所
を
誤
っ
た
場
合)

、
あ
る
い
は
訴
訟
の
取
下
げ
に
よ
り
原

告
に
よ
る
幕
引
き
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
多
数
の
事
件
は
、
判
決
で
は
な
く
、
当
事
者
双
方
の
弁
護
士
に
よ
る
交
渉

で
解
決
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

(

�)
州
裁
判
所
の
和
解
率
は
、
州
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
場
合
よ
り
も

平
均
的
に
顕
著
に
高
い
。
交
渉
の
ア
ウ
ト
カ
ム
は
、
被
告
の
譲
歩
と
引
き
替
え
に
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
合
意
書
で
あ
る
。
和
解
合
意
書

は
、
他
の
契
約
と
同
様
の
方
法
で
、
裁
判
所
に
よ
る
執
行
が
可
能
で
あ
る
。
和
解
合
意
書
を
執
行
す
る
裁
判
所
の
役
割
を
除
き
、
政
府

は
、
和
解
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
直
接
的
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
。
た
だ
し
、
連
邦
お
よ
び
州
政
府
は
和
解
を
好
み
、
契

約
、
民
事
訴
訟
手
続
、
証
拠
お
よ
び
税
に
関
す
る
規
範
を
通
じ
て
間
接
的
に
こ
れ
を
促
進
し
て
い
る
。

�

調
停

和
解
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
い
事
件
の
一
部
は
、
調
停
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
種
の
調
停
は
、
完
全
に
私
的
な
も
の
で
あ
り

得
る
。
す
な
わ
ち
、
両
当
事
者
が
事
件
を
調
停
に
付
す
る
方
が
得
策
で
あ
る
と
し
て
、
調
停
者
を
選
定
し
、
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
よ
う
と

す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
く
に
離
婚
事
件
で
よ
く
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
調
停
は
、
単
に
裁
判
よ
り
も
安
く
て
迅

アメリカの ADR における政府の役割
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速
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
が
共
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
ア
ウ
ト
カ
ム
を
作
り
あ
げ
、
関
係
を
維
持
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
小
さ
な
子
供
が
い
る
場
合
に
は
重
要
で
あ
る
と
、
多
く
の
論
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
民
事
紛
争
の
調
停
を
段
階
的
に
促
進
し
て
き
た
。
と
く
に
労
使
紛
争
調
停
へ
の
政
府
の
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
に
は
長
い
歴

史
が
あ
る
。
一
八
三
八
年
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン(

M
artin

V
an

B
u

re
n)

は
、
造
船
労
働
者
に

よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
調
停
に
自
ら
乗
り
出
し
た
。
一
九
四
七
年
以
降
、
連
邦
機
関
で
あ
る
「
連
邦
調
停
和
解
サ
ー
ビ
ス
庁
」
が
、
労
使

紛
争
を
調
停
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
解
決
を
支
援
し
て
き
た
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
政
府
が
、
紛
争
を
調
停
で
解
決
す
る
よ
う
当
事
者
を
促
し
て
き
た
。
政
府
が
私
人
間
紛

争
の
調
停
を
支
援
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
公
判
待
ち
の
未
処
理
事
件
が
か
な
り
の
数

に
の
ぼ
る
こ
と
が
、
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
連
邦
議
会
や
州
の
立
法
機
関
お
よ
び
裁
判
所
は
、
紛
争
当
事
者

が
利
用
可
能
な
調
停
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
調
停
を
促
進
し
て
き
た
。

多
く
の
連
邦
地
裁
が
、
調
停
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
し
て
い
る
。
連
邦
破
産
裁
判
所
の
よ
う
な
特
別
連
邦
裁
判
所
も
同
様
の
傾
向
を
強
め
て

い
る
。
連
邦
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
知
的
財
産
紛
争
の
調
停
の
成
立
率
が
四
二
％
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ
て
い
る
。
調
停
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
州
の
裁
判
所
で
は
さ
ら
に
浸
透
し
て
お
り
、
と
く
に
「
少
額
請
求
」
事
件
で
は
、
調
停
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
裁
判
所
が

調
停
者
や
訓
練
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
も
あ
る
。

政
府
に
よ
る
調
停
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
の
は
裁
判
所
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
フ
ロ
リ
ダ
に
は
、
最
近
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
で

被
害
を
受
け
、
保
険
会
社
と
紛
争
が
生
じ
て
い
る
家
屋
の
所
有
者
の
た
め
に
、
州
が
提
供
す
る
「
請
求
」
調
停
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
の
マ
イ
ア
ミ
・
デ
イ
ド
郡
政
府
は
、
消
費
者
調
停
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
同
郡
に
お
け
る
消
費
者
と
企
業
間
の
紛
争
の
調
停

者
を
提
供
し
て
い
る
。

翻 訳
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こ
れ
ら
の
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
は
任
意
で
は
あ
る
が
、
調
停
は
次
第
に
義
務
的
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
調
停
の
本
質
は

そ
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
同
意
す
る
か
し
な
い
か
を
当
事
者
の
私
的
自
治
に
委
ね
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
名
辞
矛
盾
の
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
義
務
的
調
停
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
当
事
者
が
最
終
的
に
合
意
に
達
し
な
い
と
し
て
も
、
調
停
の
テ
ー
ブ
ル
に

つ
く
こ
と
を
当
事
者
に
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
フ
ロ
リ
ダ
で
は
、
調
停
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
ま
で
、
紛
争
当
事
者
が
裁
判
期
日

を
得
る
の
が
事
実
上
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
当
事
者
が
そ
れ
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
事
件
を
調
停
に
付
し
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
と
い
う
場
合
で
さ
え
、
驚
く
べ
き
ほ
ど
多
く
の
紛
争
が
終
局
的
に
解
決
に
至
っ
て
い
る
。
多
く
の
州
で
は
、
こ
れ
ら
の
義
務
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
無
料
で
は
な
く
、
両
当
事
者
が
調
停
者
に
対
し
て
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

仲
裁

政
府
は
、
私
人
間
紛
争
の
仲
裁
を
も
促
進
し
て
い
る
。
多
く
の
事
件
に
お
い
て
、
仲
裁
の
ア
ウ
ト
カ
ム
が
で
る
ま
で
訴
訟
を
中
断
し
、

あ
る
種
の
開
示
要
求
を
支
援
し
、
自
主
的
に
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
に
は
裁
定
を
確
認
し
執
行
す
る
こ
と
を
両
当
事
者
が
契
約
に
定
め
た

場
合
に
、
仲
裁
を
強
制
す
る
裁
判
所
の
支
援
な
し
に
は
仲
裁
が
機
能
し
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
極
め
て
長
期
に
わ
た
り
、
こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
ご
く
最
近
で
は
、
政
府
は
、
仲
裁
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
可
能
と
し
た
り
、
訴
訟
の
審
理
前
に
仲
裁
を
経
る

こ
と
を
要
求
し
た
り
、
そ
の
両
方
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
停
の
促
進
と
同
様
の
方
法
で
積
極
的
に
仲
裁
を
促
進
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の

種
の
仲
裁
は
任
意
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
ご
く
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
仲
裁
裁
定
の
遵
守
は
少
な
く
と
も
理
論
上
は
任

意
で
あ
り
、
不
服
の
あ
る
当
事
者
は
な
お
訴
訟
を
提
起
す
る
権
利
を
有
す
る
。
し
か
し
、
実
務
上
、
仲
裁
裁
定
を
受
諾
し
な
い
当
事
者

に
は
金
銭
的
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
州
で
は
、
そ
の
要
求
事
項
が
厳
格
で
あ
り
、「
任
意
」
と

い
う
用
語
が
的
確
な
表
現
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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３

公
法
分
野

一
方
ま
た
は
複
数
の
当
事
者
が
政
府
機
関
で
あ
る
民
事
紛
争
は
、
純
粋
な
民
間
機
関
に
関
わ
る
事
件
よ
り
も
ず
っ
と
稀
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
二
〇
年
間
で
概
念
的
に
最
も
興
味
深
い
発
展
が
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
分
野
で
あ
る
。

�

当
事
者
の
一
方
が
政
府
で
あ
る
場
合
の
調
停

政
府
の
公
務
員
が
、
自
ら
裁
判
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
事
件
を
調
停
に

付
す
る
こ
と
が
政
府
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
と
く
に
州
お
よ
び
地
方
政
府
は
、
訴
訟
に
伴
う
コ
ス
ト
や
遅
延

を
考
慮
し
た
り
、
裁
判
所
で
注
目
を
集
め
る
事
件
は
政
治
的
に
不
利
で
あ
る
と
考
え
た
り
、
訴
訟
で
負
け
る
か
な
り
の
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
み
、
取
引
に
よ
り
何
か
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
種
の
有
名
な
事
件
が
、
マ

イ
ア
ミ
・
デ
イ
ド
郡
で
発
生
し
た
。
何
年
も
前
に
、
マ
イ
ア
ミ
の
有
名
な
一
族
で
あ
る
マ
セ
ソ
ン
家
が
、
か
な
り
の
額
の
極
め
て
価
値

の
あ
る
土
地
を
、
キ
ー
ビ
ス
ケ
ー
ン
島
に
公
園
を
つ
く
る
た
め
に
同
郡
に
寄
付
し
た
。
そ
の
土
地
が
公
的
な
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的

の
み
に
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
た
。
何
年
か
後
に
、
同
郡
は
、
土
地
の
一
部
を
大
規
模

テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
の
た
め
に
利
用
す
る
と
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
セ
ソ
ン
家
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
施
設
と
活
動
が
環
境
を
破

壊
し
、
高
度
に
商
業
化
さ
れ
、
寄
付
の
条
件
を
は
る
か
に
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
異
議
を
述
べ
た
。
一
族
は
土
地
を
返
還
す
る
か
、

テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
マ
イ
ア
ミ
・
デ
イ
ド
郡
は
請
求
を
拒
否
し
、
事
業
を
進
め

る
法
的
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
四
年
に
わ
た
る
高
額
で
熾
烈
な
裁
判
を
経
て
、
両
当
事
者
は
、
調
停
を
行
う
た
め
、
イ
エ
ス
と
言

わ
せ
る
こ
と
で
名
声
の
高
い
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー(

R
o

g
e

r
F

ish
e

r)

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
学
部
教
授
を
雇
用
し
た
。

(

�)

調
停
は

成
功
し
た
。
計
画
は
、
環
境
破
壊
を
最
小
化
し
、
い
く
つ
か
の
商
業
活
動
を
排
除
す
る
た
め
に
縮
小
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
修
正
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
推
進
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
が
ク
ラ
ン
ド
ン
パ
ー
ク
・
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
現
在
世
界
ト
ッ
プ
の
テ
ニ
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ス
大
会
の
一
つ
で
あ
る
ソ
ニ
ー
・
エ
リ
ク
ソ
ン
・
テ
ニ
ス
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
本
拠
地
と
な
っ
て
い
る
。

紛
争
当
事
者
双
方
が
政
府
機
関
で
あ
る
場
合
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
調
停
の
成
功
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
州
や
地
方
政
府
が
巻
き
込
ま

れ
て
い
る
場
合
も
、
そ
の
よ
う
な
例
は
純
粋
な
私
人
間
の
調
停
よ
り
も
は
る
か
に
稀
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
種
の
調

停
の
成
功
例
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
州
の
交
通
局
が
道
路
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
郡
や

シ
テ
ィ
ー
政
府
が
計
画
ル
ー
ト
に
同
意
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
政
府
間
紛
争
の
調
停
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
に
お
け
る
調
停
は
、
訴
訟
を
長
引
か
せ
る
よ
り
も
ず
っ
と
好
ま
し
い
と
い
え
る
。

(

�)

�

当
時
者
の
一
方
が
政
府
で
あ
る
場
合
の
仲
裁

多
く
の
州
の
法
律
は
、
政
府
被
用
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
じ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
場
合
、
政
府
労
働
者
が
組
合
を
組
織
し
、
契
約

交
渉
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
代
替
手
段
と
し
て
、
法
律
上
、
仲
裁
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
用
者
組
合
と
の

仲
裁
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働
条
件
、
人
事
政
策
、
苦
情
処
理
シ
ス
テ
ム
の
条
件
問
題
等
々
に
限
ら
れ
、
給

与
問
題
に
関
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

組
合
に
組
織
さ
れ
た
政
府
被
用
者
に
係
る
ケ
ー
ス
を
除
い
て
、
一
方
当
事
者
が
政
府
で
あ
る
場
合
、
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
仲
裁

が
利
用
さ
れ
る
の
は
、
極
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
政
府
は
、
紛
争
を
調
停
に
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
調
停
紛
争
当
事
者

と
同
様
に
「
ノ
ー
」
と
い
う
権
利
を
有
す
る
の
で
、
通
常
は
ほ
と
ん
ど
反
対
し
な
い
。
し
か
し
、
拘
束
力
を
有
す
る
仲
裁
で
は
、
本
来

的
に
政
府
や
裁
判
所
以
外
の
何
者
か
が
政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
事
項
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
と
く
に
連

邦
政
府
レ
ベ
ル
で
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
政
府
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
を
連
邦
政
府
に
奨
励
す
る
連
邦
立
法
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
司
法
省
は
、
そ
の
種
の
仲
裁
は
連
邦
権
限
を
違
憲
に
民
間
機
関
に
委
任
す
る
こ
と
と
な
り
得
る
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
結

局
司
法
省
は
、
特
定
の
ケ
ー
ス
で
は
反
対
を
や
め
た
が
、
今
な
お
、
あ
る
事
項
を
拘
束
力
の
あ
る
仲
裁
に
委
ね
る
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
機
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関
か
ら
の
提
案
を
審
査
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
種
の
仲
裁
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

�

規
制
紛
争
の
交
渉

従
来
、
政
府
が
規
制
を
課
す
る
と
い
う
主
権
者
と
し
て
の
権
能
を
行
使
す
る
場
合
、
こ
れ
に
係
る
紛
争
の
公
式
交
渉
は
、
政
府
が
裁

判
で
敗
訴
し
た
後
を
除
い
て
は
、
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。

(

�)

と
く
に
環
境
分
野
お
よ
び
労
働
者
の
健
康
や
消
費
者
の
健
康
を
有
害
物
質
の
暴
露
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
よ
う
な
関
連
分
野
に
お
い

て
連
邦
政
府
が
直
面
す
る
問
題
は
、
そ
れ
を
公
布
す
る
規
則
が
議
論
を
巻
き
起
こ
し
、
多
く
の
訴
訟
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何

年
も
前
に
、
筆
者
は
、
Ａ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ
ー
ン
ズ(

A
.

Jam
e

s
B

arn
e

s)

の
講
演
を
聞
い
た
。
バ
ー
ン
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
を
リ
ー

ド
す
る
環
境
法
の
専
門
家
で
あ
り
、
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
副
長
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
彼
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
直
面
し
た
二
種
類

の
規
制
の
状
況
を
聴
衆
に
想
起
さ
せ
た
。
一
つ
は
連
邦
議
会
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
対
し
、
あ
る
問
題
を
対
象
と
し
た
規
則
を
発
す
る
よ
う
命
じ

た
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
連
邦
議
会
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
対
し
、
規
則
を
発
す
る
裁
量
を
認
め
た
場
合
で
あ
る
。
当
時
、
規
制
が
命
じ

ら
れ
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
何
者
か
（
産
業
界
、
環
境
主
義
者
、
ま
た
は
そ
の
双
方
）
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
訴
え
た
割
合
は
、
八
〇
％
以
上

に
上
っ
た
。
規
制
が
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
場
合
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
常
に
、
文
字
通
り
一
〇
〇
％
、
多
様
な
当
事
者
に
よ
っ

て
し
ば
し
ば
訴
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
行
わ
れ
る
規
則
の
司
法
審
査
は
規
制
プ
ロ
セ
ス
を
さ
ら
に
困
難
に
す
る
。
こ
の
こ
と
は

新
た
な
規
制
の
採
用
に
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
古
い
規
則
の
改
正
や
廃
止
に
も
影
響
を
与
え
る
。
ト

ー
マ
ス
・
マ
ギ
ャ
リ
テ
ィ(

T
h

o
m

as
M

cG
arrity)

教
授
は
、
有
名
な
論
文
の
中
で
、
こ
の
こ
と
を
規
制
プ
ロ
セ
ス
の
「
硬
直
化
」
と

名
付
け
た
。

(

�)

こ
の
こ
と
は
、
公
的
業
務
を
行
う
政
府
の
コ
ス
ト
を
著
し
く
増
大
さ
せ
、
ア
ウ
ト
カ
ム
を
遅
延
さ
せ
、
政
府
が
な
し
え
た

他
の
事
項
の
妨
げ
と
も
な
る
。

類
似
の
問
題
は
、
他
の
機
関
に
お
い
て
、「
交
渉
に
よ
る
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ｣
、｢
規
制
交
渉
」
ま
た
は
「
レ
グ
・
ネ
グ
」
と
呼
ば
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れ
る
試
み
を
も
た
ら
し
た
。
最
初
の
試
み
は
、
有
名
な
「
ベ
ン
ゼ
ン
」
事
件
最
高
裁
判
決
後
の
一
九
八
三
年
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
件

で
、
裁
判
所
は
、
人
間
の
発
ガ
ン
性
物
質
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
ベ
ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
労
働
環
境
で
の
暴
露
を
低
減
す
る
努
力
を

求
め
た
。

(
�)

職
業
安
全
衛
生
局
は
、
関
連
業
界
、
そ
の
労
働
組
合
お
よ
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
代
表
と
と
も
に
、
労
働
者
が
暴
露
す

る
ベ
ン
ゼ
ン
の
総
量
を
制
限
す
る
新
た
な
規
制
を
行
う
べ
く
試
み
た
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
介
入
し
た
た
め
に
、

こ
の
努
力
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
は
解
決
さ
れ
、
そ
の
他
の
問
題
は
限
定
さ
れ
た
。
最
終
的
に
以
前
の
ケ

ー
ス
で
採
用
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
暴
露
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る
新
た
な
規
則
が
採
用
さ
れ
、
今
回
は
、
そ
の
規
則
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
た
。

こ
の
努
力
の
結
果
、
他
の
機
関
、
と
く
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
合
意
を
形
成
し
、
訴
訟
を
回
避
す
る
た
め
に
、
交
渉
に
よ
る
ル
ー
ル
メ
イ
キ

ン
グ
を
利
用
し
よ
う
と
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
試
み
の
一
部
は
成
功
し
た
。
レ
グ
・
ネ
グ
に
お
い
て
、
上
級
行
政
当
局
は
、
提

案
さ
れ
て
い
る
規
制
が
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
適
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
関
係
当
事
者
を
確
定
し
、

こ
れ
ら
の
者
を
集
め
、
譲
歩
と
創
造
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
を
促
進
す
る
作
業
の
た
め
に
、
中
立
的
な
第
三
者
が
雇
用
さ
れ
る
。
そ
の
議
論

の
枠
内
で
は
、
当
局
も
、
特
定
の
利
害
や
関
心
を
有
す
る
か
も
し
れ
な
い
他
の
当
事
者
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
。
合
意
に
達
し
た
場
合
、

こ
の
合
意
は
、
参
加
当
事
者
以
外
の
者
に
対
す
る
拘
束
力
を
持
た
ず
、
当
局
に
対
し
て
も
拘
束
的
で
は
な
い
。
異
議
を
唱
え
、
訴
訟
を

提
起
す
る
そ
の
他
の
者
の
権
利
は
失
わ
れ
な
い
が
、
現
実
的
に
は
多
様
な
利
害
を
有
す
る
多
く
の
当
事
者
の
間
で
な
さ
れ
た
合
意
を
公

益
で
は
な
い
と
裁
判
官
に
確
信
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

(

�)

当
局
は
、
行
政
手
続
法
に
よ
り
要
求
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ッ
プ
を
な
お
踏

む
義
務
が
あ
り
、
適
切
な
場
合
に
は
、
当
局
が
参
加
し
た
合
意
と
異
な
る
選
択
を
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
得
る
。
し
か
し
、
当
局

は
、
合
意
を
支
持
し
な
け
れ
ば
、
訴
訟
を
提
起
し
な
い
と
い
う
義
務
か
ら
他
の
当
事
者
を
開
放
す
る
こ
と
に
な
る
と
明
確
に
認
識
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
合
意
を
遵
守
し
な
い
と
い
う
評
判
が
広
ま
れ
ば
、
将
来
の
ケ
ー
ス
で
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
他
の
当
事
者
を
獲
得
す

アメリカの ADR における政府の役割



(阪大法学) 58 (5 328) 1270 [2009.1]

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
前
の
レ
グ
・
ネ
グ
の
成
功
例
を
受
け
て
、
連
邦
議
会
は
、
こ
の
技
術
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
の
た
め
に
一
九
九
〇
年
に
交
渉

に
よ
る
ル
ー
ル
メ
ー
キ
ン
グ
法
を
可
決
し
、
一
九
九
六
年
に
こ
れ
を
恒
久
法
化
し
た
。

(

�)

こ
の
法
律
の
も
と
で
、
い
く
つ
か
の
優
れ
た
創

造
的
で
有
用
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

レ
グ
・
ネ
グ
の
と
く
に
優
れ
た
例
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
排
煙
汚
染
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
田
舎
の
谷
間
地
帯
の
一
部
で
は
、

冬
に
大
気
汚
染
が
大
都
市
地
域
よ
り
も
悪
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
。
そ
の
主
要
な
原
因
は
金
属
の
薪
ス
ト
ー
ブ
で
あ
っ
た
。

薪
ス
ト
ー
ブ
は
、
暖
炉
と
違
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
酸
素
の
流
れ
に
よ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
木
を
燃
や
す
。
何
ら
か
の
対
策
を
採

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
金
属
ス
ト
ー
ブ
の
生
産
者
、
代
替
的
な
ス
ト
ー
ブ
技
術
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、

消
費
者
団
体
、
環
境
団
体
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
公
務
員
（
代
替
ス
ト
ー
ブ
に
関
す
る
要
求
事
項
を
を
定
め
た
経
験
を
有
し
て
い
た
）
が
一

堂
に
集
め
ら
れ
た
。
最
終
的
に
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
は
、
す
べ
て
の
新
し
い
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
自
動
車
排
ガ
ス
汚
染
を
減
少
さ
せ
る
の

に
使
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
触
媒
式
排
ガ
ス
浄
化
装
置
か
、
追
加
燃
焼
を
促
進
す
る
た
め
排
気
ガ
ス
に
空
気
を
付
加
す
る
再
燃
焼
装

置
を
つ
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
規
則
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

(

�)

当
局
と
し
て
は
、
規
則
が
裁
判
所
で
法
的
に
争
わ
れ
る
こ
と
な
く
迅
速
に

採
択
さ
れ
た
の
で
利
点
が
あ
っ
た
。
ス
ト
ー
ブ
の
生
産
者
と
小
売
業
者
は
、
今
後
は
よ
り
高
い
ス
ト
ー
ブ
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

得
を
し
た
。
環
境
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
古
い
薪
ス
ト
ー
ブ
が
次
第
に
な
く
な
っ
て
、
新
し
い
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
ス
ト
ー
ブ
へ
の
転
換

が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
冬
の
大
気
質
が
次
第
に
改
善
さ
れ
る
か
ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
新
し
い
薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
人
に
と
っ
て
は
、

初
期
費
用
は
よ
り
大
き
く
な
る
も
の
の
、
新
し
い
ス
ト
ー
ブ
は
従
来
の
三
分
の
一
の
木
材
で
同
じ
熱
量
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
通
常
、
三
年
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
短
い
期
間
で
元
が
取
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
成
功
例

が
存
在
し
、
そ
れ
以
来
、
多
く
の
州
が
自
ら
規
制
交
渉
法
規
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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交
渉
に
よ
る
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
は
、
そ
の
主
唱
者
の
期
待
と
は
異
な
り
、「
硬
直
化
」
や
過
度
の
訴
訟
の
解
決
策
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。
第
一
に
、
こ
の
方
法
は
、
ご
く
僅
か
な
ケ
ー
ス
で
し
か
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
主
唱
者
が
期
待
し
た
よ
り
も
ず
っ
と
少
な

い
利
用
割
合
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
交
渉
が
二
日
以
上
、
数
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
わ
た
り
続
く
場
合
に
は
、
交
通
費
、
ホ

テ
ル
の
宿
泊
費
等
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
参
加
す
る
環
境
団
体
や
他
の
公
益
団
体
を
確
保
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

政
府
が
こ
れ
ら
の
費
用
を
一
部
補
助
し
よ
う
と
し
た
場
合
で
さ
え
、
適
切
な
市
民
参
加
を
見
い
だ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
第

三
に
、
利
害
当
事
者
が
提
案
さ
れ
た
交
渉
に
よ
る
規
則
に
よ
り
自
分
た
ち
の
利
益
が
逆
に
悪
影
響
を
受
け
る
と
い
う
事
実
を
後
に
な
っ

て
初
め
て
発
見
し
、
そ
れ
が
彼
ら
の
権
利
で
あ
る
の
で
訴
訟
を
提
起
し
た
と
い
う
事
例
が
存
在
す
る
。
最
後
に
、
レ
グ
・
ネ
グ
は
規
制

プ
ロ
セ
ス
に
付
加
さ
れ
た
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
か
ら
、
成
功
し
た
場
合
に
の
み
積
極
的
な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。

レ
グ
・
ネ
グ
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
問
題
の
明
確
化
と
い
う
観
点
で
い
く
ら
か
の
利
点
を
提
供
し
う
る
も
の
の
、
追
加
的
な
遅
延

や
関
連
費
用
の
故
に
、
プ
ロ
セ
ス
の
経
済
的
効
率
性
を
疑
問
視
す
る
者
も
い
る
。
レ
グ
・
ネ
グ
で
は
、
当
局
の
代
理
人
が
誰
が
参
加
す

る
か
を
決
め
る
か
ら
、
基
本
的
に
非
民
主
的
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
上
述
の
よ
う
に
、
参
加
す
る
公
共
団
体
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
参
加
を
望
む
団
体
を
排
除
す
る
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
が)

。

(

�)

し
か
し
、
お
そ
ら

く
よ
り
重
要
な
の
は
、
訴
訟
が
回
避
さ
れ
た
と
い
う
利
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
達
成
さ
れ
た
合
意
は
、
伝
統
的
な
規
制
的
手
法
で
行

う
よ
り
も
、
競
合
す
る
利
害
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
優
れ
て
お
り
、
本
質
的
に
よ
り
賢
明
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
証
拠
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
状
況
が
レ
グ
・
ネ
グ
に
適
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
を
当
局
が
慎
重
に
決
定
し
た
場
合
に
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
と
く
に
有
益
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
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五

結

論

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
必
ず
し
も
常
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
志
向
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
民
間
の
拘
束
的
な
仲
裁
を
好
む
連
邦
裁
判
所
の

極
端
な
態
度
や
、
多
く
の
州
裁
判
所
が
公
判
前
に
調
停
を
試
み
る
よ
う
当
事
者
に
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
か
な
り
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
志

向
を
示
し
始
め
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
訴
訟
に
か
な
り
の
資
金
を

つ
ぎ
込
ん
で
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
無
料
の
裁
判
所
、
無
料
の
管
理
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
ッ
フ
、
無

料
の
裁
判
官
と
同
時
に
、
陪
審
と
な
る
市
民
を
提
供
し
て
い
る
。
陪
審
は
、
そ
の
職
務
期
間
中
、
生
計
を
奪
わ
れ
る
か
、
そ
の
雇
用
主

に
よ
っ
て
助
成
金
を
付
与
さ
れ
る
。
訴
訟
費
用
そ
の
他
の
裁
判
費
用
が
当
事
者
に
課
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
額
は
紛
争
解
決
の
手
法
と

し
て
訴
訟
を
提
供
す
る
納
税
者
お
よ
び
陪
審
員
の
コ
ス
ト
と
比
較
し
た
場
合
に
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
無
料
ま
た
は
低
額

コ
ス
ト
で
Ａ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
通
常
の
パ
タ
ー
ン
で
は
な
い
。
民
間
の
仲
裁
で
は
、
当
事
者
が
仲

裁
人
や
会
議
室
費
用
お
よ
び
行
政
コ
ス
ト
を
払
う
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
国
際
商
事
仲
裁
裁
判
所
、
ロ
ン
ド
ン
仲
裁
裁
判
所
、
ア
メ
リ
カ
仲
裁
協
会

等
を
通
じ
て)

。
義
務
的
調
停
の
場
合
で
さ
え
、
政
府
が
こ
れ
を
提
供
し
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
そ
の
費
用
は
取
る
に
足
ら

な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
も
し
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
社
会
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
政
支
援
の
点
で
訴
訟

と
同
様
の
基
盤
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

政
府
は
、
政
府
が
一
方
の
当
事
者
と
な
る
ケ
ー
ス
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
も
っ
と
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。
最
終
的
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
、
時
間
、

費
用
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
も
し
政
府
が
一
方
当
事
者
と
な
る
場
合
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
利
用
す
る
姿
を
見

た
な
ら
ば
、
民
間
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
自
主
的
利
用
を
さ
ら
に
促
す
こ
と
と
な
ろ
う
。
最
低
限
、
政
府
機
関
は
、
必
要
と
さ
れ
る
規
制
の
た
め

に
社
会
的
合
意
を
形
成
す
る
よ
り
良
い
方
法
と
し
て
レ
グ
・
ネ
グ
の
拡
大
利
用
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
長
期
的
に
み
れ
ば
、
ア
メ
リ

翻 訳
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カ
市
民
に
対
し
、
明
ら
か
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

我
々
は
、
他
国
の
法
的
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
何
が
機
能
し
、
何
が
機
能
し
な
か
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
か
ら
、
各
国
は
、
他
の
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
本
稿
が
、
そ
の
目
標
に
向
け
た
さ
さ
や
か

な
貢
献
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

＊
本
論
文
は
、
大
阪
大
学
お
よ
び
マ
イ
ア
ミ
大
学
の
素
晴
ら
し
い
支
援
の
賜
で
あ
る
。
ま
た
、
私
の
研
究
助
手
で
あ
る
ミ
レ
ー
ナ
・
ル

ド
ル
フ(

M
ile

n
a

R
u

d
o

lp
h)

氏
に
謝
辞
を
述
べ
た
い
。

(

�)

こ
の
点
に
関
し
、
す
べ
て
の
連
邦
制
が
同
様
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
法
創
造
が
連
邦
の
手
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
執
行
は
実

質
的
に
す
べ
て
州
・
地
方
政
府
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
連
邦
制
と
は
、
連
邦
制
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
著
し
く
異
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
よ
り
も
連
邦
政
府
に
対
す
る
相
対
的
に
ず
っ
と
強
い
権
限
を
州
に
付
与
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
や
ス
イ
ス

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
ま
た
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

(

�)
R

ich
ard

E
.

M
ille

r
&

A
u

stin
S

arat,
G

rieva
n

ces,
C

la
im

s,
a

n
d

D
isp

u
tes

:
A

ssessin
g

th
e

A
d

versa
ry

C
u

ltu
re,

1
5

L
A

W
&

S
O

C
IE

T
Y

R
E

V
IE

W
.

5
2

5
(

1
9

8
0

�

8
1)

.

五
〇
〇
〇
世
帯
を
対
象
と
し
た
後
の
調
査
で
は
、
直
面
し
た
紛
争
の
う
ち
訴
訟
に
至
っ
た
の
は
一
一
・
二
％

に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
は
、
千
ド
ル
以
上
の
紛
争
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
下
の
額
の
紛
争
も

含
め
れ
ば
そ
の
割
合
は
も
っ
と
低
い
可
能
性
が
あ
る
。S

e
e

R
ich

ard
F

ie
ld

,
B

e
n

jam
in

K
ap

lan
&

K
e

v
in

C
le

rm
o

n
t,

C
IV

IL

P
R

O
C

E
D

U
R

E
1

2
2

e
t

se
q
(

8
th

e
d
.

2
0

0
3)

;
D

av
id

T
ru

b
e

k
,

A
u

stin
S

arat,
W

illiam
F

e
lstin

e
r,

H
e

rb
e

rt
K

ritze
r

&
Jo

e
l

G
ro

ssm
an

,

T
h

e
C

osts
of

O
rd

in
a

ry
L

itiga
tion

,
3

1
U

C
L

A
L

A
W

R
E

V
IE

W
7

2
,

8
6
(

1
9

8
3)

.

(

�)

多
く
の
事
件
が
、
訴
訟
提
起
後
で
は
あ
る
が
公
判
前
の
和
解
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
公
判
段
階
ま
で
紛
争
が
継
続
し
た
場
合
で

も
、
そ
の
多
く
が
公
判
中
に
交
渉
、
調
停
等
に
よ
り
解
決
さ
れ
て
い
る
。S

e
e

M
arc

G
alan

te
r,

T
h

e
V

a
n

ish
in

g
T

ria
l:

A
n

E
xa

m
in

a
tion

of
T

ria
ls

a
n

d
R

ela
ted

M
a

tters
in

F
ed

era
l

a
n

d
S

ta
te

C
ou

rts,
1

JO
U

R
N

A
L

O
F

E
M

P
IR

IC
A

L
L

E
G

A
L

S
T

U
D

IE
S

4
5

9
(

2
0

0
4)

.

も
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ち
ろ
ん
、
上
述
の
定
義
に
照
ら
せ
ば
、
す
べ
て
の
交
渉
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
当
た
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

(

�)
S

e
e

K
im

b
e

rle
e

K
o

v
ach

,
M

E
D

IA
T

IO
N
－

P
R

IN
C

IP
L

E
S

A
N

D
P

R
A

C
T

IC
E

2
5

e
t

se
q
.
(

2
d

E
d
.

2
0

0
0)

.

大
部
分
の
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
い
て
、
何
世
紀
に
も
わ
た
り
調
停
は
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
紛
争
解
決
手
法
で
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
民
族
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
キ
ブ
ツ

の
間
で
も
、
調
停
は
常
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

(

�)
筆
者
の
ド
イ
ツ
人
研
究
助
手
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
調
停
お
よ
び
そ
の
他
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
法
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
。
今
日
で
は
、
調
停
に
関
す
る
か
な
り
の
数
の
博
士
論
文
が
存
在
す
る
。
一
九
九
九
年
に
は
、
裁
判
所
に
お
け
る
義
務
的

調
停
を
導
入
す
る
こ
と
を
す
べ
て
の
州
に
認
め
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。S

e
e

also
N

.
A

le
x

an
d
e

r,
W

.
G

o
ttw

ald
&

T
.

T
re

n
cze

k
,

M
ed

ia
tion

in
G

erm
a

n
y
:

T
h

e
L

on
g

a
n

d
W

in
d

in
g

R
oa

d
,

in
N

.
A

le
x

an
d
e

r
E

d
.,

G
L

O
B

A
L

T
R

E
N

D
S

IN
M

E
D

IA
T

IO
N

1
7

9
e

t
se

q
.

(
2

0
0

3)
.

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
調
停
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
参
照
。S

e
e

R
o

b
e

rt
M

attso
n
,

A
ct

on
M

ed
ia

tion
of

C
ivil

M
a

tters
in

F
in

n
ish

C
ou

rts,
in

A
D

R
&

T
H

E
L

A
W

1
9

3
e

t
se

q
.(

2
2

d
E

d
.

2
0

0
8)

.

ベ
ル
ギ
ー
の
調
停
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
参
照
。S

e
e

L
u

c
D

e
m

e
y
e

re
,

T
h

e
B

elgia
n

L
a

w
on

M
ed

ia
tion

:
A

n
E

a
rly

O
verview

,
in

A
D

R
&

T
H

E
L

A
W

1
9

9
e

t
se

q
.(

2
2

d
E

d
.

2
0

0
8)

.

(

�)

筆
者
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
修
士
課
程
の
学
生
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
当
事
者
が
調
停
に
よ
り
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
し

な
い
限
り
、
裁
判
期
日
を
定
め
る
こ
と
が
次
第
に
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。S

e
e

also
G

lad
y

s
S

te
lla

A
lv

are
z,

C
ou

rt

C
on

n
ected

M
ed

ia
tion

P
rogra

m
in

th
e

A
rgen

tin
e

Ju
d

icia
l

S
ystem

－
A

P
ilot

E
xp

erien
ce

in
C

ivil
Ju

stice,
in

D
IS

P
U

T
E

R
E

S
O

L
U

T
IO

N

A
C

R
O

S
S

T
H

E
C

O
N

T
IN

E
N

T
S

2
4

1
e

t
se

q
.

コ
ロ
ン
ビ
ア
は
、
あ
る
種
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
と
も
い
え
る
「
調
停
手
続
を
付
置
さ
れ
た

裁
判
所
」
を
設
け
た
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
上
お
よ
び
法
律
上
の
地
位
を
主
張
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
正
式
の
裁

判
所
と
し
て
の
性
格
を
か
な
り
有
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
妥
協
案
を
提
示
す
る
。
他
の
調
停
と
同
様
に
、
提
案
さ
れ
た
ア
ウ
ト
カ
ム
に
同

意
す
る
か
否
か
は
当
事
者
の
自
由
で
あ
る
。

(

�)

ナ
バ
ホ
族
の
現
代
的
な
紛
争
解
決
手
法
に
組
み
込
ま
れ
た
、
伝
統
的
な
ナ
バ
ホ
族
の
裁
判
手
法
の
例
と
比
較
せ
よ
。R

ay
m

o
n

d
D

.

A
u

stin
,

F
reed

om
,

R
esp

on
sib

ility
a

n
d

D
u

ty
:

A
D

R
a

n
d

th
e

N
a

va
jo

P
ea

cem
a

k
er

C
ou

rt,
3

2(
2)

T
H

E
JU

D
G

E
S
’

JO
U

R
N

A
L

8
(

1
9

9
3)

.

ハ
ワ
イ
文
化
の
例
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
参
照
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任
意
で
あ
る
と
い
う
建
前
」
と
述
べ
た
の
は
、
い
く
つ
か
の
事
案
、
と
く
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
約
款
、
証
券
の
購
入
、
自
動
車
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の
購
入
の
よ
う
な
消
費
者
金
融
お
よ
び
あ
る
種
の
健
康
保
険
や
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
約
款
で
は
、
通
常
附
合
契
約
が
利
用
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
消
費
者
は
、「
契
約
を
結
ぶ
か
結
ば
な
い
か
」
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
消
費
者
が
交
渉
で
き
る
ビ
ジ

ネ
ス
の
相
手
方
は
、
標
準
型
の
契
約
を
変
更
す
る
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
契
約
で
は
仲
裁
が
紛
争
解
決
の
排
他
的
手
段
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
仲
裁
が
行
わ
れ
る
条
件
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
（
極
め
て
不
便
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
強
制
的
な
単
一
の
業
界
仲
裁
シ
ス
テ
ム

の
利
用
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
の
が
通
常
の
実
務
で
あ
る)

。
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メ
ー
レ
ン
の
著
作
以
降
、
裁
判
所
が
仲
裁
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。S
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三
菱
事
件
自
体
と
同
様
に
、

こ
の
顕
著
な
仲
裁
前
置
政
策
は
、
明
ら
か
に
当
事
者
の
契
約
の
一
部
で
は
な
い
、
制
定
法
上
創
設
さ
れ
た
権
利
の
請
求
事
件
に
す
ら
広
が
っ

て
い
る
。G
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附
合
契
約
に
関
わ
る
あ
る
種
の
紛
争
の
仲
裁
は
基
本
的
に
不
適
当
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ
る
種
の
消
費
者
ま
た
は
労
働
紛
争
に

関
わ
る
場
合
、
仲
裁
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す
る
と
い
う
要
求
事
項
を
排
除
す
べ
く
連
邦
仲
裁
法
を
改
正
す
る
法
律
が
ア
メ
リ
カ
議
会
に
提
出

さ
れ
た
。
こ
の
法
律
が
採
択
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
仲
裁
が
常
に
両
当
事
者
に
と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う

仮
定
は
も
は
や
普
遍
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
明
確
な
証
し
で
あ
る
。
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(

�)

ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
間
で
は
、
刑
法
、
私
法
お
よ
び
公
法
と
い
う
法
の
伝
統
的
な
三
分
類
は
、
大
陸
法
系
の
国
々
に
比
し
て
、
あ
ま

り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
政
府
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
異

な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
区
分
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
連
邦
政
府
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
活
動
の
幅
広
い
カ
タ
ロ
グ
は
、
そ
の
種
の
活
動

が
か
な
り
の
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
事
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照(
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�)

連
邦
の
答
弁
取
引
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。U
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州
の
答
弁
取
引
率
は
か
な
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
答
弁
取
引
は
全

国
的
に
連
邦
事
件
よ
り
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
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注
�
お
よ
び

注
�
も
参
照
。

(

�)

連
邦
法
は
、
各
連
邦
地
裁
に
対
し
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
プ
ロ
セ
ス
を
少
な
く
と
も
一
つ
は
訴
訟
当
事
者
に
提
供
す
る
よ
う
義
務
づ
け
て
い
る
。
一

部
の
裁
判
所
は
、
強
制
仲
裁
を
利
用
し
て
き
た
。
簡
易
陪
審
や
早
期
の
中
立
評
価
を
試
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
傾
向
と
し
て
は
、
調
停
を
義
務
づ
け
る
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

(

	)

筆
者
は
、
以
前
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
教
授
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
し
て
働
く
名
誉
を
得
た
。

(


)

例
え
ば
、
フ
ロ
リ
ダ
に
は
、
交
渉
、
調
停
等
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
を
政
府
に
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
法
律
が
存
在
す
る
。
同
法
は
、
地
方
・
地
域
政
府
機
関
相
互
の
訴
訟
の
前
に
、
こ
れ
ら
の
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
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(

�)

一
部
の
地
方
政
府
で
は
、
こ
の
禁
止
規
定
は
、
警
察
官
、
消
防
士
お
よ
び
救
急
医
療
隊
員
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

(

�)

こ
れ
に
対
し
、
地
方
、
州
お
よ
び
連
邦
政
府
は
、
政
府
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
、
と
く
に
私
人
の
所
有
す
る
車
が
政
府
の
ト
ラ
ッ

ク
に
衝
突
さ
れ
た
場
合
の
よ
う
な
通
常
の
不
法
行
為
事
件
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
和
解
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
共
通
の
立
場
を
と
ろ
う
と

す
る
政
府
機
関
の
間
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
渉
も
、
ご
く
普
通
に
み
ら
れ
る
。
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(
�)

ア
メ
リ
カ
法
の
も
と
で
は
、
一
般
に
規
則
は
、
そ
れ
が
不
当
に
採
択
さ
れ
、
違
法
で
あ
り
、
ま
た
は
恣
意
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
み

で
争
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
後
者
の
理
由
は
、
規
則
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
い
う
請
求
の
範
囲
を
画
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
他
の
多
く
の
利
害
関
係
者
が
異
な
る
見
解
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
主
張
を
立
証
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
。
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最
終
規
則
が
発
布
さ
れ
る
前
に
定
め
ら
れ
る
そ
の
種
の
レ
グ
・
ネ
グ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
参
照
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レ
グ
・
ネ
グ
批
判
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
参
照
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訳
者
あ
と
が
き

リ
チ
ャ
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ド
・
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ム
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ich

ard
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.
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illiam
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n)

教
授
は
、
マ
イ
ア
ミ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
授
で
あ
る
。
本
論
文

は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
一
四
日
に
大
阪
大
学
で
行
わ
れ
た
講
演
の
内
容
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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